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い
ま
だ
名

に
あ
ら
ざ
れ
ど
も
道
得

な
り

こ
れ
を
名

に
認
じ
き

た
る

こ
と
あ
り

一
顆
珠

は
　
直
須

万
年

な
り

亘
古
未

了

な
る
に
　

一旦
今

到
来

な
り

身
今

あ
り
　

むヽ
今

あ
り
と

い

へ
ど
も

明
珠

な
り

彼
此

の
草
木

に
あ
ら
ず

乾
坤

の
山
河
に
あ
ら
ず

明
珠

な
り

―
正
法
眼
蔵

一
顆
明
珠
―

″
明
珠
″
と
は
、
真
如

・
仏
性

・
法
性

・
本
来
面
日
、
な
ど

の
た
と
え
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
真
如

・
仏
性

・
法
性

・
本
来

面
目
な
ど
は
、

こ
の
世
界
に
お
け
る
真
実

の
す
が
た
で
あ
り
、

蹄
策

円
満

で
無
欠
無
余
、
表
も
裏
も
な
く
、
特
一
平
等
、
配
外げ

玲
瀧
、
キ
ラ
リ
と
光

っ
て
い
る
当
体
そ
の
も

の
で
あ
る
。

し
た

が

っ
て
、

こ
れ
を
明
珠
に
た
と
ぇ
る
。

「
駐
籍

せ眼
‥‐蔵
異

蓼
婁
訂
唐
代

の
禅
匠
、
ガ
洪

酔
備

の
言
葉
、

「
尽
十
方
世
界

一
顆
明
珠

」
を
拮
提
し
た

「
一
顆
明
珠

」
の
巻

が
あ
り
、
尽
十
方
世
界
が
仏
性

一
元
の
世
界
で
あ
り
、
自
己
本

来
の
真
実

の
す
が
た
で
あ
る
こ
と
を
示
さ
れ
て
い
る
。

尽
十
方
世
界
、
す
な
わ
ち
、
あ
ら
ゆ
る
世
界
は
絶
対
真
実

の

す
が
た
で
あ
り
、
わ
れ
わ
れ
に
と

っ
て
は
、
こ
の
与
え
ら
れ
た

現
実
を
、
徹
底
し
て
強
く
正
し
く
生
き
ぬ
く
こ
と
が
、
仏
法
の

修
行
で
あ
る
。
そ
し
て
、
坐
禅
こ
そ
は
、

こ
の
尽
十
方
世
界
の

行
そ
の
も

の
で
あ
り
、
十
方
世
界
を
坐
断
し
た
無
心
の
す
が
た

に
ほ
か
な
ら
な
い
。

こ
こ
に
、
わ
が
龍
泉
院
参
禅
会

の
会
誌
を
発
刊
す
る
に
当
り
、

い
み
じ
く
も
、

「
明
珠

」
と
名
づ
け
る
ゆ
え
ん
が
あ
る
。
ね
が

わ
く

は
、
そ
の
名
を
汚
す

こ
と
な
く
、
自
己
本
来

の
真
実
相
に

直
参
直
入
し
て
、
宝
珠
を
し
て
ま
す
ま
す
明
光
あ
ら
し
め
ん
こ

と
を
。

龍
泉
院
守
塔
　
椎
名
宏
雄
　
合
掌

是ぜ

顆か

珠赫
は

①



龍
泉
院

は
曹
洞
宗

の
古
寺
で
あ
る
。

い
わ
ゆ
る
禅
寺
で
あ
る
か
ら
、
坐
禅

は

そ
の
根
本
行

で
あ
り
、
随
時
に
実
施
さ

れ
る
の
は
当
然
で
あ
る
。
現
住
が

住
職

を
拝
命
し
た
昭
和
三
三
年
以
降
、

不
定

期
な
坐
禅
会
と
し
て
は
、
地
元
の
小
中

学
生
、
柏
市
の
ボ
ー
イ

ス
カ
ウ
ト
、
海

上
自
衛
隊
下
総
基
地
の
隊
員
、
都
立
足

立
高
校
書
道
部
、
柏
市
商

工
会
青
年
部
、

そ
の
他
有
志
な
ど
に
よ

っ
て
随
時

に
実

施
さ
れ
、
住
職
が
そ
の
指
導
に
当

っ
て

椎

名

宏

雄

き
た
。

そ
れ
が
、
毎
月
第
四
日
曜
午
前
九
時

か
ら
と

い
う
定
期
的
な
形

で
実
施
さ
れ

る
よ
う
に
な

っ
た

の
は
、
昭
和
四
六
年

七
月
二
五
日

（
日
）
か
ら
で
あ
る
。
最

初
で
あ
る
か
ら
、
参
禅
会

の
主
旨
や
日

時
を
書

い
た
案
内
状
を
ガ
リ
版
で
印
刷

し
、
檀
家
非
檀
家
に
か
か
わ
ら
ず
、
近

隣
の
若
者
や
知
人
宛
に
三
〇
通
ほ
ど
配

布
し
た
。
そ
の
結
果
、
八
名

の
参
加
に

よ
る
第

一
回
の
定
例
参
禅
会
が
発
足
し

た
の
で
あ
る
。
そ
の
中
に
は
、
現
在
最

古
参
と
な
ら
れ
た
高
間
さ
ん
も
お
ら
れ

た
。会

の
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
は
、
原
則
と
し

て
現
在
と
同
じ
で
あ

っ
た
。

つ
ま
り
、

坐
禅
―
経
行
―
坐
禅
―
講
義
―
座
談
、

と
い
う

パ
タ
ー
ン
は

一
四
年
間
不
変
と

い
う
わ
け
で
あ
る
。
た
だ
し
、
そ
の
内

容
は
多
少
変

っ
て
は
い
る
が
。
最
初

の

講
義
テ
キ
ス
ト
は
、

『
普
勧
坐
禅
儀

』

で
あ

っ
た
。
坐
禅

の
基
礎
を
実
地
と
理

論
の
両
面
あ
わ
せ
て
学
ぼ
う
と
し
た
か

ら
で
あ
る
。

つ
ぎ

の
第
二
回
目
は
八
月

二
二
日

（
日
）
、

こ
の
時

の
参
加
者
は

一
一
名
で
あ

っ
た
。

し
か
し
、

こ
れ
を
境
と
し
て
参
会
者

は
漸
減
し
、
翌
四
七
年
か
ら
四
九
年

の

初
め
ご

ろ
ま
で
は
、
わ
ず
か
に
三
名
か

ら
五
名
程
度

の
参
加
に
す
ぎ
な
か

っ
た
。

参
加

一
名

の
時
が

一
度
あ

っ
た
が
、
講

義
は

一
対

一
で
如
常
に
行

っ
た
。
参
加

ゼ

ロ
の
時
が

一
度
あ

っ
た
。

こ
の
時
は

さ
す
が

に
講
義

は
と
り
や
め
て
、
住
職

ひ
と
り
で
坐
禅
を

つ
づ
け
た
。

開
始
後
、
数
年

の
間
は
、
参
加
者
に

毎
月

ハ
ガ
キ
で
次
回
の
案
内
を
差
し
あ

げ
て
い
た
。
会
員

は
少

い
時

の
方
が
、

む
し
ろ
熱
心
で
あ

っ
た
。

四
九
年

の
後
半
か
ら
は
、
新
た
に
参

会
さ
れ
る
方
が
増
え
て
き
た
。
五
〇
年

八
月
の
例
会
に
は
、
野

ロ

ヘ
ル
ス
ア
カ

デ
ミ
ー
の
野

口
洋
子
さ
ん
が
参
会
さ
れ

た
。
こ
れ
は
、
当
時
千
葉
テ
レ
ビ
で
坐

禅
の
入
門
を
放
映
す
る
際
に
、
住
職
が

そ
の
グ

ス
ト
に
迎
え
ら
れ
、
野

口
さ
ん

が
そ
の
番
組

の
キ

ャ
ス
タ
ー
を

つ
と
め

る
た
め
、
体
験
実
習
と
し
て
参
会
し
た

の
で
あ

っ
た
。

実
習
と

い
え
ば
、
五
三
年
か
ら
は
、

四
月
の
例
会

の
あ
と
に
、
裏

の
竹
山
で

夕
ヶ
ノ

コ
堀
り
を
実
習
す
る
こ
と
に
な

っ
た
。
別
に
、
静
か
ら
動

へ
、
苦
か
ら

楽

へ
の
行
と

い
う
わ
け
で
は
な

い
。
た

ま
た
ま
、
四
月

の
末
は
タ
ケ
ノ
コ
の
最

盛
期
と
か
さ
な
り
、
沢
山
あ
り
す
ぎ

る

の
を
処
分
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
す
ぎ

な
い
。

こ
の
習
慣

は
毎
年

つ
づ

い
て
い

る
が
、

こ
の
月
だ
け
参
禅
に
来
て
漁
父

の
利
を
占
め
る
？
ご
仁
も

い
た
よ
う
だ
。

そ
の
後
、

五
五
年
ま
で
は
、

ほ
ぼ
毎

回

一
〇
人
前
後

の
参
会
を
保

っ
て
い
た
。

と
こ
ろ
が
、
旧
本
堂
を
老
朽

の
た
め
に

改
築
す

る
こ
と
に
な

っ
た
。
五
六
年
二

月
に
旧
本
堂
を
解
体
し
た
の
で
、

こ
の

月
か
ら
は
大
悲
殿
で
坐
禅
を
継
続
し
た
。

会
は
日
曜
日
の
た
め
、
改
築
工
事

の
騒

音
か
ら
は
ま
ぬ
が
れ
た
が
、
講
義
と
座

談
は
庫
裡

の
裏
手
に
あ
る
塾
で
行
う
な

ど
、
何
か
と
不
自
由
な

一
時
期

で
あ

っ

た
。
し
か
し
、
熱
心
な
参
会
者
が
常
時

一
〇
名
近
く

は
継
続
し
て
い
た
。

五
七
年
三
月
、
待
望

の
新
本
堂
が
完

成
し
、
そ
の
初
参
禅
会

は
三
月
二
八
日

（日
）
で
、
参
会
者

は
八
名
で
あ

っ
た
。

②



こ
れ
は
、
奇
し
く
も
四
六
年

の
第

一
回

の
時

の
人
数

に
等
し
い
。

八
名
中
、
森

岡
さ
ん
、
小
畑
さ
ん
、
寺
田
さ
ん
兄
弟
、

富

田
さ
ん
、
武
山
さ
ん
が
、
現
在
常
連

の
中

の
顔
ぶ
れ
で
あ
る
。

五
八
年

の
三
月
か
ら
は
、
参
会
者
が

二
〇
名
以
上
に
倍
増
し
て
き
た
。

こ
れ

は
、
当
時
世
間
で
坐
禅

の
入
門
書
が
何

種
か
発
行
さ
れ
、
そ
こ
に
坐
禅
会
場
の

紹
介
記
事
が
あ
り
、
千
葉
県
内

の
常
磐

線
沿
線

で
は
龍
泉
院
だ
け
が
リ
ス
ト
ア

ッ
プ
さ
れ
て
い
る
の
を
見
た
方
た
ち
が
、

多
く
参
加
さ
れ
た
た
め
で
あ
る
。

し
た

が

っ
て
、
参
会

者

の
範
囲

は
、
柏
や
我

孫
子
は
も
と
よ
り
、
松
戸
や
流
山
方
面

か
ら
の
遠
方

の
人
も
多
く
な

っ
て
き
た
。

会
員
が
増
え
る
と
、
月

一
回
の
会

で

は
互

い
に
名
前
も
住
地
も
記
憶

で
き
な

い
。
そ
こ
で
、
有
志

の
発
案
に
よ
り
名

簿

へ
の
記
帳
が
な
さ
れ
、
や
が

て
胸
に

名
札
を
付
け
る
こ
と
に
な

っ
た
。

こ
う

し
て
、
五
九
年
に
は
例
会
だ
け
で
延

べ

二
五
〇
名

に
の
ぼ

る
参
会
者
と
な

っ
た
。

坐
蒲

の
増
補
と
坐
蒲
架

の
新
調
、
物

入

れ
に
用

い
る
禅
函

の
奉
納
な
ど
、

備
品

類
も
逐
次
整
え
ら
れ
て
き
た
。

あ
た
か
も
、
五
八
年
か
ら
は
有
志

の

要
望
に
よ

っ
て
、
月
例
会
と
は
別

に
成

道
会
が

一
二
月
四
日

（
日
）
に
奉
修
さ

れ
た
。　
一
般

三
二
名
、
僧
三
名

の
参
加

に
ょ
り
釈
尊

の
成
道
を
讃
え
る
報

恩
行

が
行
わ
れ
た

の
は
、
お
そ
ら
く
当

山
は

じ
ま

っ
て
以
来

の
行
事

で
あ
ろ
う
。
五

九
年

一
二
月
二
日

（
日
）
に
は
第
二
回

目
の
成
道
会
が
奉
修
さ
れ
、　
一
般
三
〇

名
、
僧
侶
四
名

の
参
加
で
あ

っ
た
。

こ
の
行
事

で
特
筆
す

べ
き
は
、
成
道

会

の
企
画
、
進
行
、
運
営
す

べ
て
が
、

参
禅
会
員
に
よ

っ
て
自
主
的
に
な
さ
れ

て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
む
ろ
ん
、
そ
の

陰
に
は
実
行
委
員

の
方

々
に
よ
る
並

々

な
ら
ぬ
苦
労
が
あ

っ
て
の
賜
で
あ
り
、

深
く
感
謝
す
る
も

の
で
あ
る
。

さ
て
、
発
足
か
ら
満

一
四
年
、
光
陰

の
速
さ
に
は
驚
く
ば
か
り
で
あ
る
。

こ

の
間
、　
一
度

で
も
参
加
し
た
人
の
数
は
、

ほ
ぼ

一
五
〇
名
に
達
す
る
。
現
在

の
常

連

は
約
四
〇
名
で
あ
る
か
ら
、
す
で
に

一
〇
〇
名
以
上

の
人
が

や
め
た
こ
と
に

な
る
。
も
ち
ろ
ん
、
転
居
や
結
婚
な
ど

で
や
め
た
人
も

い
る
。
ま
た
、
参
加
資

格
不
間
、
や
め
る
の
は
自
由
、
会
費
無

料
と

い
う
気
や
す
さ
が
当
山
の
特
徴
で

あ
る
か
ら
、
新
旧

の
交
代
が
多

い
の
は

当
り
ま
え
で
あ
る
。
た
だ
、
せ

っ
か
く

坐
禅
と
い
う
す
ぐ
れ
た

〃
精
神
文
化
″

に

一
度
は
接
し
な
が
ら
、

こ
の
好
縁
を

永
続

で
き
な

い
人
が
特
に
若
者
た
ち
に

多

い
の
は
、

い

っ
た

い
坐
禅
と
い
う
行

の
も

つ
宿
命
な

の
か
、

は
た
ま
た
住
職

の
不
徳

の
い
た
す
と
こ
ろ
な

の
で
あ
ろ

う
か
。

憶
え
ば
、
発
足
時
か
ら
四
九
年
初
め

ご
ろ
に
か
け

て
、
参
会
者
が
最
も
少
か

っ
た
時
期

は
、
ち

ょ
う
ど
高
度
成
長
が

極
に
達
し
た
時
と
重
な
る
。
神
武
景
気

を
欧
歌
し
、

モ
ー
レ
ツ
社
員
が
喜
ば
れ
、

人
手
不
足
が
深
刻
な
時
期
に
、

の
ん
び

り
と
坐
禅
な
ど
し
て
い
る
者
は
、
よ
ほ

ど
変
り
者
と
思
わ
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。

こ
れ
が
、

オ
イ

ル
シ

ョ
ッ
ク
の
影
響
が

深
刻
と
な

っ
て
き
た
五
〇
年
ご

ろ
か
ら

は
、
会
員
漸
増

に
転
じ
て
い
る
。
本
質

的
に
は
世
情

の
動
き
と
無
関
係
で
あ
る

べ
き
坐
禅
会
も
、
所
詮
は
人
の
集
ま
り

で
あ
る
以
上
、
時
代
的
制
約
を
受
け
る

の
は
避
け
難

い
の
で
あ
ろ
う
。

会
員

の
変
遷
を
回
顧
す

る
と
、
五
五

年
ご

ろ
ま
で
は
、
下
総
基
地
の
隊
員
が

常
に
何
名
か
参
加
し
て
い
た
が
、
そ
の

後
は
皆
無
と
な

っ
て
い
る
。
ま
た
、
最

近
は
会
員
が
増
え
て
は
い
る
も

の
の
、

大
半

は
中
年
以
上
で
占
め
、
若
者

の
少

い
の
が
や
や
残
念
で
あ
る
。
地
元
檀
家

の
人
も
皆
無
に
近

い
。

こ
の
辺
に
、
今

後

の
重
要
な
課
題
が
あ
ろ
う
。

ま
た
、
講
義

テ
キ

ス
ト
に

つ
い
て
は
、

最
初

は

『
普
勧
坐
禅
儀

』
、
つ
い
で
『
正

法
眼
蔵
随
聞
記

』
を
五
年
間
ほ
ど
読
ん

だ
。
以
後

は
、
『
螢
山
禅
師
法
語

』
『
智

首
座
に
与
ふ
る
法
語

』
『
覚
阿
上
人
に

与
ふ
る
法
語

』
な
ど
宗
門
屈
指

の
カ
ナ

法
語
を
読
み
、

五

四
年

正

月

か

ら

は

『
正
法
眼
蔵

』
に
的
を
し
ば

っ
た
。

こ

れ
ま
で
に
、
弁
道
話

・
現
成
公
案

・
生

死

・
道
心

・
仏
性
、

の
各
巻

の
順
に
進

み
、
近
く
難
解
か

つ
長
文
の
仏
性
巻
を

読
み
終
る
予
定

で
あ
る
。

以
上
、
わ
が
龍
泉
院
参
禅
会

の
足
ど

り
を
長

々
と
回
顧
し
て
き
た
。

こ
の
会

が
今
後

い
か
な
る
歩
み
を
続
け
る
か
は

わ
か
ら
な

い
。
が
、
ど
ん
な
栄
枯
盛
衰

が
あ
ろ
う
と
も
、

こ
の
種

の
会

は
た
だ

努
力
精
進
あ
る
の
み
で
あ
る
。

こ
こ
に

発
会
後

一
五
年
目
を
迎
え
た
昨
今
、
会

員
諸
氏
の
努
力
に
よ

っ
て
会
誌
が
創
刊

さ
れ
る
。

こ
れ
を
期
と
し
、
従
来

の
足

ど
り
を
回
顧
し
記
録
す
る
こ
と
は
、
た

ん
に
温
古
知
新

の
た
め
で
は
な

い
。
常

に
求
め
て
や
ま
ぬ

〃
仏
向
上
の
世
界
〃

を
目
ざ
す
た
め
に
ほ
か
な
ら
ぬ
こ
と
を
、

さ
い
ご
に
銘
記
し
た

い
。

③



成

道

会

香

語

天

徳

山

主

一
見

明
星

道

即
成

　

山

川

草

木

放

光

明

大

悲

世
尊

姦

現

出

　

一二
界

初

聞

説

法

声

恭

惟

　

本

月

本

日
　

奉

値

大

恩

教

主

本

師

釈
迦

牟

尼

仏

大

和

尚

成

道

之

令

辰

　

当

山

参

禅

会

会

員

　

臨

一
堂

豪

浄

心

既
結
報
恩
之
禅
定
　
藪
虔
備
香
華
灯
燭
湯
菓

茶
珍
鑑
　
諷

誦
摩
訂
般
若

波
羅
蜜
多

心
経
　
所
集

殊
勲
　
上
酬
法
乳
之

慈
恩
　
慈
悲
容
納

一
灯
能
伝

百
千
灯
　
此
界

遍
泊
無
量
情

明

星

を

一
見

し

て
道

、

即

ち
成

ず

。

山

川

草

木

、
光

明

を
放

つ
。

大

悲

世
尊

、
葱

に

現

出

し

、

三
界

、
初

め

て
聞

く
説

法

の
士戸
。

う
や
う
や
　
　
か
も
ん
み

恭

し
く
惟

れ
ば
、
本

月
本

田
、
大
恩
教
主
本
師

釈
迦
牟

尼

仏
大
和
尚
成

道

の
令

辰

に
値

い
奉
り

、
当
山
参
禅

会
会
員

、

一
堂

に
臨
み
浄
心
を
楽

め
、
既
に
報

恩

の
禅
定

を
結

び
、

産
に
が
響
居
雌
慶
戴
芹
劾
鶴
♂
砒
備
し
ヽ
籐
計
度
暮
酔
瀞

配
多た
脱
置
が
詳
話
す
ｏ
集
む
る
所
の
弟
軋
は
、
二
だ
痛
♂

慈
恩
に
メ
い
ん
こ
と
を
ｏ
慈じ
酔
叡
紹
。

一
灯

、
能

く
伝

う
百
千

の
灯

。
此
界

、
遍
ね
く
泊

お
す
無
量

の
情

。

第

二

回

成

道

会

五
九
年

一
二
月
二
日

（
日
曜
）
の
午

前
九
時
よ
り
、
第
二
回
の
成
道
会
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
お
釈
迦
さ
ま
が

お
さ
と

り
を
開
か
れ
た

一
二
月
八
日
の
日
を
記

念
し
て
行
わ
れ
る
、
禅
宗
独
特

の
行
事

で
す
。

お
釈
迦
さ
ま
は
、
苦
行
六
年

の
の
ち

山
か
ら
里

へ
く
だ
り
、
菩
提
樹

の
木

の

下
で
静
か
に
坐
禅
三
味
に
入
ら
れ
、　
一

二
月
八
日
の
朝
、
あ
け
の
明
星
が
光

る

行

わ

る

の
を
見
た
瞬
間
に
悟
り
を
開
か
れ
、

人

間
か
ら
仏
陀
と
な
ら
れ
ま
し
た
。

私
た
ち
仏
教
徒
に
と

っ
て
、

こ
の
成

道
会
は
、
お
釈
迦
様
が
誕
生
さ
れ
た
四

月
八
日
の
花
ま

つ
り
、

入
滅
さ
れ
た
二

月

一
五
日
の
お
浬
槃
会
と
と
も

に
、

三

仏
忌
の

一
つ
と
し
て
尊

い
記
念
す
べ
き

日
で
あ
り
、
全
国
各
地
で
報
恩

の
行
事

が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

千
葉
県
で
は
あ
ま
り
盛
ん
で
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
龍
泉
院
で
は

一
四
年
ほ
ど

前
か
ら
続
け
て
い
る
参
禅
会
が
、
最
近

は
活
況
を
呈
し
、
会
員
の
希
望
と
主
催

に
よ
る
成
道
会
が

一
昨
年
か
ら
行
わ
れ

て
い
ま
す
。

第

一
回
の
参
加
者
は
、　
一
般
三
二
名

僧
侶
三
名
で
し
た
が
、
第
二
回
目
は
二

〇
才
代
か
ら
七
〇
才
代
ま
で
、　
一
般
三

〇
名
、
僧
侶
四
名
、
合
計
三
四
名

の
参

加
で
し
た
。
遠
く

は
松
戸
市
や
千
葉
市

か
ら
、
熱
心
に
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

内
容

は
、
九
時
か
ら

一
時
間
程

の
坐

禅
、　
つ
ぎ

に
読
経
法
要
、
住
職

の
法
話
、

昼
食
、
茶
話
会

の
順
に
午
後
二
時
ま
で
、

お
釈
迦
さ
ま

の
成
道
を
讃
え
、
報
恩
の

た
め
の
行
事
を
行

い
ま
し
た
。

（
「
龍
泉
院
だ
よ
り

」
第
二
号
よ
り
）

盛

況

に

成道会法要 椎名老師による香語奉読
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衆
縁
を

い
た

ゞ
い
て

―
龍
泉
院
参
禅

の
こ
と
―

高

間

利

介

参
禅
に
お
誘

い
を
頂

い
て
こ
ち
ら
に

寄
せ
て
頂
く
よ
う
に
な

っ
て
か
ら
、
も

う

一
四
年

の
余
に
も
な
る
と
お
聞
き
し

て
、

い
つ
の
間
に
そ
ん
な
に
時
が

経

っ

た
の
か
と
、
改
め
て
思

い
を
潜
め

る
次

第

で
す
。

旧
制
中
学
に
在
学

の
頃
、
学
校

の
運

動
場
が
武
蔵
野
在

の
平
林
寺
境
内

に
あ

り
ま
し
て
、
夏
季
合
宿
や
春
秋

の
運
動

会
、

ク
ラ
ス
会
等
で
そ
の
寺
を
訪

れ
、

老
僧
や
若

い
雲
水
が
た
に
お
会

い
し
、

清
寂
な
境
内

の
清
掃
等
を
し
た
覚

え
が

ぁ
り
、
そ
ん
な
こ
と
を
懐
か
し
む
想
い

も
あ

っ
て
、
お
禅
さ
せ
て
頂

い
た

の
が

動
機
で
し
た
。

た
だ
坐
る
。
た
だ
坐

っ
て
ご
講
義
を

成
道
会
反
省
会
で
挨
拶
さ
れ
る

高
間
さ
ん

聴
き
、
座
談
に
茶
菓
な
ど
を
頂
き
、
何

人
か

の
方
が
感
じ
て
い
る
こ
と
な
ど
を

話
し
て
下
さ
る
。
わ
た
し
は
饒
舌
で
、

そ
れ
に
何
か
余
計
な
こ
と
を
喋
り
、
あ

と
で

「
は
し
た
な

い
こ
と
を

」
と
、
後

悔
す
る
こ
と
が
多
く
あ
り
ま
し
た
。

そ
ん
な
こ
と
で
楽
し
い
思

い
出
と
い

う
よ
り
も
、

い
つ
も
青
臭

い
自
分
を
知

っ
て
、
砂
を
噛
む
思

い
の
方
が
多
か

っ

た
よ
う
に
思

っ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、

こ
の
思

い
は
今
も
続

い
て

い
て
、
自
分
が
表
に
出
る
、
表
に
出
る
、

他
の
み
な
さ
ま

の
修
行

の
邪
魔
に
な
る

と
思

っ
て
い
ま
す
。
然
し
何
も
喋
ら
な

け
れ
ば
折
角

の
み
な
さ
ま

の
和
や
か
な

輪
も
損
な
わ
れ
る
。
喋
れ
ば
ま
た
自
分

が
出

て
、
折
角

の
雰
囲
気
を
損
な

っ
て

し
ま

い
、
何
か
を
押
し

つ
け
た
こ
と
に

な
り
は
し
な

い
か
。

「
た
だ
坐
る

」
、

「
坐
り
込
む

」
、
と

い
う
こ
と
は
、

ほ

ん
と
う
に
難

し
い
こ
と
だ
と
思

い

つ
づ

け
て
参
り
ま
し
た
。

一
年
、　
一
年
を
た
だ
平
た
く
並
べ
る

の
で
は
な
く
、
薄
紙

の
よ
う
な

一
年

で

は
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
で
も
そ
れ
を
積

み
累
ね
て
い
く
と
い
う
こ
と
が
、　
一
昨

年
か
ら
の
成
道
会
と
な
り
、
ま
た
参
禅

に
伺
う
と
、

「
誰
そ
れ
さ
ん
は
今
日
も

来
ら
れ
る
か
し
ら

」
と
人
を
懐
か
し
む

気
持
ち
も
出

て
く
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
そ
し
て
今
年

は
、
お
互
の
心
を
繋

ぐ
ょ
す
が
に
も
と
、

こ
の
よ
う
な
会
誌

も
創
刊
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

一
五
年
、　
一
年

一
年
を
思
え
ば
進
歩

も
な
に
も
な
い
よ
う
で
し
た
が
、
積
み

累
ね
て
み
る
と
、
今
昔
の
感
と

い
う
か

ず
し
り
と
何
か
重
厚
な
も

の
を
感
じ
ま

す
。

こ
れ
か
ら
ま
た

一
五
年
、
ど
ん
な

格
好

で
お
次
ぎ

の
方
に
申
し
送
れ
る
か

た
だ

一
隅
を
照
ら
す

の
心
で
、
み
な
さ

ま
の
後
姿
に
安
堵
を
求
め
て
、
参
禅
を

続
け
て
参
り
た
い
と
思
う
許
り
で
あ
り

ま
す
。

今
、
成
道
会

に
思
う

こ
と

昨
年

一
二
月
二
日
、
お
悟
り
を
開
か
れ
た
お
釈
迦

さ
ま

の
成
道
を
祝
し
て
参
禅
会
員
三
〇
名
が
龍
泉
院

に
集

い
、
ご
住
職
な
ら
び
に
近
在

の
僧
侶

の
方

々
三

名

の
ご
参
加
を

い
た
だ
き
、
報
恩
の
た
め
の
行
事
を

行

い
ま
し
た
。
坐
禅

・
読
経
法
要

・
ご
住
職

の
法
話

・
昼
食
と
順
を
追

っ
て
進
み
、
最
後

に
お
茶
を

い
た

だ
き
な
が
ら
参
加
者

の
皆
様
よ
り
そ
の
感
想
を
お
聞

き
す
る
機
会
を
得
ま
し
た
。
今

こ
こ
に
当
日
を
偲
び

ま
と
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

（
敬
称
略
）

高
間
利
介

（
沼
南
町
泉
）
　
　
　
　
　
　
　
金
崎
　
史

（
沼
南
町
大
津

ケ
丘
）

昨
年

の
成
道
会
は
二
〇
余
名

で
行
な

わ
れ
ま
し
た
が
、
今
年

は
三
〇
余
名
と

参
加
す
る
方

々
も
多
く
な
り
ま
た
今
日

は
昨
夜
か
ら
の
雨
で
す

っ
か
り
塵
を
振

い
、
素
晴
ら
し
い
天
気
と
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
も
仏
様

の
お
慈
悲
と
受
け
と
め
、

一
層
精
進
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
地
域

の

明
る
い
灯
と
な
り
た
い
と
思

い
ま
す
。

参
禅
も
間
を
お
く
と
足
も
組
め
な
く

な
る
こ
と
が
判
り
ま
し
た
。
坐
り
続
け

る
こ
と
が
ど
ん
な
に
大
切

で
あ
る
か
を

⑤



第2回 成道会参加者一同 (59.1202)

四
宮
清

二

（
松
戸
市
五
香
六
実
）

参
禅
で
坐
る
た
び
に
足
が
痛
ん
で
い

ま
し
た
が
、
今

日
は
と
て
も
よ
く
坐
れ

た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

八
木
下
真
司

（
柏
市
東
台
本
町
）

今

日
で
四
回
目
の
坐
禅

で
す
が
、
坐

禅
の
間
何
も
考
え
ず

に
無
に
な
る
こ
と

の
む
ず
か
し
さ
を
感
じ
て
い
ま
す
。

有
村
明
子

（
柏
市
今
谷
上
町
）

九
月
に
父
が
病

い
で
た
お
れ
、
そ
の

時
、
沢
山
の
お
経
を
読
ま
せ
て
い
た
だ

き
、

い
っ
か
救
わ
れ
て
い
る
自
分
を
見

つ
け
有
難
く
感
じ
ま
し
た
。

染
谷
の
り
子

（
柏
市
柏
）

ま
だ
ま
だ
足

の
痛

い
こ
と
が
気
に
な

る
坐
禅
で
す
が
、
今

日
ご
住
職

の
法
話

で
お
聞
き
し
た
因
果

の
道
理
は
本
当
に

心
に
染
み
て
感
動

い
た
し
ま
し
た
。

寺
田
健

二

（
柏
市
東
中
新
宿
）

家
の
台
所
に
貼
ら
れ
て
い
る
カ
レ
ン

ダ
ー
の
第
四
日
曜
日
は

「
お
父
さ
ん

の

坐
禅

」
と
書
き
こ
ま
れ
て
お
り
、
私

の

坐
禅
に
は
女
房
も

一
所
懸
命
応
援
し
て

く
れ
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。

鈴
木
英
司

（
我
孫
子
市
新
木
）

ご
住
職
か
ら
お
話

の
あ

っ
た
因
果

の

道
理
に

っ
い
て
、
日

の
さ
め
る
思

い
で

感
動

い
た
し
ま
し
た
。

森
岡
俊
雄

（
船
橋
市
藤
原
町
）

坐
禅

の
姿
勢
を
そ

っ
と
直
し
て
い
た

だ
い
た
時

は
本
当
に
嬉
し
か

っ
た
。
自

分
の
気
付
か
な
か

っ
た
こ
と
で
し
た
。

沢
村
国
勝

（
習
志
野
市
東
習
志
野
）

こ
れ
か
ら
も
皆
様
と
ご

一
緒
に
坐
禅

を
継
続
し
て
楽
し
く
や
り
た
い
と
思

い

ま
す
。

五
十
嵐
嗣
郎

（
柏
市
布
施
町
）

坐
禅
に
参
加

さ
せ
て
い
た
だ

い
て
今

日
が
三
回
目
で
す
。
無
為
に
土

・
日
を

過
ご
す
こ
と
が
多

い
私
で
す
が
、
会
社

で
「
坐
禅
を
は
じ
め
た
よ

」
と
話
し
た

ら

「
若

い
の
に
悟

っ
た
よ
う
な
こ
と
を

や
る
な

」
と
か
ら
か
わ
れ
ま
し
た
。
私

は
今
、
坐
禅
を

は
じ
め
る
と
無
に
な
る

ど
こ
ろ
か

一
週
間
会
社
で
あ

っ
た
こ
と

が
浮
か
び
上
り
、
坐
禅
で
整
理
し
て
い

る
よ
う
な
気
分
で
す
。
姿
勢
を
正
し
く

坐
禅
を
や
り
た

い
と
念
願
し
て
い
ま
す
。

藤
原
　
公

（
松
戸
市
野
菊
野
）

私
が
所
用
で
タ
イ
の
国

へ
行

っ
た
時

で
し
た
。
知
り
あ
い
の
七
五
歳

の
お
じ

い
さ
ん
の
誕
生
日
に
ご
招
待
を
受
け
ま

し
た
。
そ
の
家
に
は
四
人

の
お
坊
さ
ん

が
来
て
お
り
、
お
祝

の
た
め
に
お
経
を

あ
げ

て
お
り
ま
し
た
。
仏
教
が
喜
び

の

場
に
も
入

っ
て
い
る
の
を
見
て
感
動
す

る
と
共
に
、

タ
イ
国
は
日
常
生
活

の
す

べ
て
に
仏
教
が
浸
透
し
て
い
る
こ
と
に

驚
き
ま
し
た
。

小
畑
節
朗

（
松
戸
市
常
盤
平
）

坐
禅

は
た
だ
長

い
期
間
や

っ
て
い
る

こ
と
ば
か
り
で
は
だ
め
で
、
坐

っ
た
と

こ
ろ
が
そ
の
ま
ま
仏
と
い
う
よ
う
な
坐

り
方
が
出
来
た
ら
と
思
う

の
で
す
が

む

⑥



ず

か
し
い
な
と
思
う

こ
の
頃
で
す
。

寺
田
哲
朗

（
千
葉
市
宮
野
木
町
）

毎
月

の
参
禅
会

の
帰
り
に
、
別
に
住

む
母

の
所

へ
寄
る
の
が
楽
し
み
の

一
つ

で
、
坐
禅

は
私

に
親
孝
行
を
さ
せ
て
く

れ
て
お
り
幸
せ
で
す
。

徳
山
　
浩

（
松
戸
市
胡
録
台
）

あ
と
二
～
三

ケ
月
で
、
参
禅
を

は
じ

め
て
か
ら
九
二
年

に
な
り
ま
す
。

こ
の

頃

は
坐
禅
が
待
ち
ど
お
し
く
な
り
ま
す
。

学
生
時
代
、
『
正
法
眼
蔵
』
を
自
分

の
も

の
に
す

べ
く
挑
戦
し
た

の
で
す
が
物

に

な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
坐
禅

の
あ
と

の

ご
住
職

の

『
正
法
眼
蔵

』
の
提
唱
が
楽

し
み
の

一
つ
で
す
。

武
山
喜
代
子

（
我
孫
子
市
船
戸
）

今

は
参
禅
が
楽
し
み

の

一
つ
に
な
り

ま
し
た
。
最
初

は

一
時
間
坐

っ
て
い
ら

れ
た
ら
続
け
よ
う
と
思

っ
て
や
り

は
じ

め
ま
し
た
。
お
陰
様

で
ず

っ
と
続
け
て

坐
ら
せ
て
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
。
以

前
坐
禅

の
あ
と

の
法
話
で

「
生
も

一
時

の
位
な
り
、
死
も

一
時

の
位
な
り
」
の

お
話
が
、
大
変
心

の
安
ら
ぎ
を

い
た
だ

き
ま
し
た
。

平
沢
満
代

（
松
戸
市
小
金
原
）

毎
月

こ
の
参
禅
会

は
楽
し
み
に
通
わ

せ
て
い
た
だ

い
て
お
り
、
有
難

い
と
思

っ
て
お
り
ま
す
。

小
嶋
喜
子

（
松
戸
市
常
盤
平
）

何
も
わ
か
ら
な

い
な
が
ら
坐
禅
を
さ

せ
て
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
が
、

自
分

の
心

の
中
に
警
策
を
感
じ
る
よ
う
な
自

分
で
あ
り
た
い
と
思

っ
て
お
り
ま
す
。

小
嶋
　
進

（
松
戸
市
常
盤
平
）

坐
禅
を
続
け
る
こ
と
に
よ

っ
て
新
し

い
自
己
発
見
が

で
き
た
ら
、
と
思

っ
て

い
ま
す
。

神
戸
　
正

（
柏
市
桜
台
）

こ
こ
の
参
禅
会
が

日
に
日
に
盛
大
に

な

っ
て
い
く

の
は
大
変
嬉
し
く
思

い
ま

す
。
私

は
ご
住
職

の
お
話
を
聞
く

の
が

楽
し
み
で
あ
り
、
ま
た
こ
の
会

の
舵
と

り
を
す

る
先
輩
方

の
リ
ー
ド
が
素
晴
ら

し
く
、

こ
の
ご
縁
を
大
事
に
し
て
い
き

た
い
と
思

い
ま
す
。

塩
崎
康
之

（
柏
市
桜
台
）

義
父
の
す
す
め
で
参
禅
を
は
じ
め
て

一
年
た
ち
ま
し
た
。
坐
る
こ
と

の
大
変

さ
を
感
じ
て
い
る
此

の
頃
で
す
。

中
嶋
南
洲
男

（
流
山
市
東
深
井
）

人
生

の
出
会

い
と
い
う
こ
と
は
、
因

果
の
お
話
に
も
あ
る
よ
う
に
ご
縁
で
ご

ざ

い
ま
す
。

こ
こ
に
め
ぐ
り
合
せ
て
い

た
だ

い
た
こ
と
に
感
謝

い
た
し
ま
す
。

富
田
文
子

（
印
西
町
大
森
）

参
禅
を
は
じ
め
て
五
年
た
ち
ま
し
た
。

長
く
坐
ら
せ
て
い
た
だ
き
な
が
ら
、
坐

禅
中
に
妄
想
が
浮
か
び
、
そ
こ
か
ら
逃

げ
ら
れ
ま
せ
ん
。
無
心
に
坐
れ
る
坐
禅

に
な
れ
る
日
を
と
頑
張

っ
て
い
ま
す
。

或
る
参
禅

の
日
、
私
は
捻
挫
し
た
た
め

坐
禅
を

さ
ば
り
、
そ
の
く
せ
柏
に
用
が

あ

っ
て
柏
駅

の
ホ
ー
ム
に
降
り
立

っ
て

向
い
の
ホ
ー
ム
を
見
た
時
、
そ
こ
に
お

住
職
様
が
電
車
を
待

っ
て
お
ら
れ
ま
し

た
。
す

べ
て
見
ら
れ
て
い
る
世
界
を
知

り
、
悪

い
こ
と

は
出
来
な
い
Ｌ
感
じ
た

こ
と
も
ご
ざ

い
ま
し
た
。

村
井

ハ
マ

（
柏
市
柏
）

今
年

の
六
月
か
ら
参
禅

さ
せ
て
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
。
今

は

一
所
懸
命
勉

強
し
た
い
と
念
じ
て
お
り
ま
す
。

染
谷
は
る

（
柏
市
柏
）

私
も
六
月
か
ら
は
じ
め
さ
せ
て
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
。
今

は
妄
想
の
中
の

坐
禅

で
す
が
、

こ
れ
が
無
に
な
る
ま
で

体
が
持

っ
た
ら
幸
せ
だ
と
思

っ
て
い
ま

す
。

青
柳
守
英

（
沼
南
町
高
柳
）

般
若
心
経
を
声
を
出
し
て
読
ん
だ

の

は
、
今
日
が
生
ま
れ
て
は
じ
め
て
の
こ

と
で
し
た
。
こ
の
お
経
を
あ
げ

さ
せ
て

い
た
だ

い
て
い
る
う
ち
に
、
素
晴
ら
し

い
気
持
ち
を
も

つ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

三
町
　
勲

（
我
孫
子
市
高
野
山
）

坐
禅
を

は
じ
め
て
二
年
近
く
な
り
ま

す
が
、
ま
だ
足
が
痛

い
状
態
で
す
。
月

一
回
の
参
禅
会

で
す

の
で
思
う
に
ま
か

せ
な

い
こ
と
も
あ
り
、
継
続
す
る
こ
と

の
む
ず
か
し
さ
を
感
じ
て
お
り
ま
す
。

本
日
ご
住
職
よ
り
因
果
の
道
理
に

つ
い

て
お
話
が
あ
り
、
今

の
生
活
が
未
来
に

お
い
て
答
を

い
た
だ
く
と
思

い
ま
す
と
、

真
剣
に
生
き
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
考

え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

野
田
市
鏡
円
寺
副
住
職
青
蔭
孝
光
師

昨
年
も
成
道
会
に
参
加
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
が
、
皆

さ
ん
の
参
禅

の
姿

勢
が

一
段
と
整

っ
て
き
て
い
る
の
に
驚

き
ま
し
た
。
胸
を
張

っ
て
背
す

じ
を
延

ば
す
美
し
い
姿
勢
が
坐
禅

の
姿

で
、
普

段
の
生
活
が
す

べ
て
禅
に
通
じ
る
も

の

と
な
る
よ
う
願

っ
て
お
り
ま
す
。

野
田
市
普
門
寺
副
住
職
宗
藤
幸
生
師

坐
相

の
姿

は
さ
ま
ざ
ま
で
す
が
、
長

く
坐
り
続
け
て
、
何
か
を
見

つ
け
て
下

さ
い
。

流
山
市
春
山
寺
副
住
職
福
田
康
夫
師

参
禅

さ
れ
て
い
る
皆
様

の
お
姿

は
、

い
ろ
い
ろ
な
仏
様
を
見
た
思
い
で
し
た
。

ご
注
意
し
て
も
す
ぐ
素
直
に
直

さ
れ
る

姿
に
感
動
し
ま
し
た
。

只管打坐する会員
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竜
泉
院
椎
名
宏
雄
老
師

皆
さ
ま
方

は
お
寒

い
中
を
早
く

か
ら

お
出
か
け
下
さ
れ
、
特
に
成
道
会

の
幹

事

の
方

々
に
は
、
そ

の
準
備
に
大
変
な

ご
苦
労
を
お
か
け

い
た
し
ま
し
た
ｏ
今

皆
さ
ま
方
よ
り

の

一
言
を
お
聞
か
せ
い

た
だ
き
、

こ
れ
を
全
部
合
わ
せ
る
と
正

に
お
釈
迦

さ
ま
と
同
じ
で
あ
る
と
思

い

ま
し
た
。
私

は
役
職
上
偉
そ
う
な

こ
と

を
お
話
し
申
し
あ
げ

て
お
り
ま
す
が
、

た
だ
道
元
禅
師
さ
ま

の
お
教
え
を
紹
介

さ
せ
て
い
た
だ

い
て
い
る
に
す
ぎ
ま
せ

ん
。

こ
れ
か
ら
も
皆

さ
ま
方
と

一
緒

に

精
進
し
て
ま

い
り
た

い
と
存
じ
ま
す
。

警
策
も
回

っ
て

参
禅

を
続

け

て

富

田

文

子

書
き
た
い
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま

す
が
、
老
婦
に
は

一
向
ま
と
ま
り
の
つ

か
な
い
文
に
な

っ
て
し
ま
い
ま
す
。
朝

九
時

の
坐
禅

で
、
御
住
職
か
ら
無
心
に

な

っ
て
と
の
御
言
葉
に
努
力
し
て
居
ま

す
が
、
な
か
な
か
私
に
は
出
来
な

い
こ

と
で
す
。
如
何
す
れ
ば
と
お
聞
き
し
ま

し
た
ら
、
煩
悩
よ
こ
い
こ
い
と
か
数
を

数
え
な
さ
い
と
の
御
意
見
を
聞
き
、
自

分
な
り
に
や

っ
て
い
る
現
在
で
す
が
、

凡
人
に
は
出
来
難

い
こ
と
で
す
。
次
の

講
義

で
は
、
道
元
禅
師
様

の
仏
法
の
教

え
を
わ
か
り
易
く
、
お
忙
し
い
御
身
体

で
春
夏
秋
冬
お
元
気

で
講
義
を
し
て
下

さ
い
ま
す
。
そ
の
時
だ
け
は
教
え

の
隅

を
覗

い
た
様
な
感
じ
で
す
が
、
到
底
生

き
て
い
る
限
り
も

っ
と
勉
強
し
な
け
れ

ば
と
私

は
無
学
を
恥
じ
ま
す
。
叉
そ
の

後
、
茶
菓
を
頂
き
な
が
ら
皆
様

の
経
験

談
や
御
住
職

へ
の
質
問
な
ど
が
あ
り
、

時
に
は
面
白

い
お
話
し
な
ど
で

一
同
楽

し
い
集
り
で
す
。

こ
ん
な
境
地
に
な
れ
る
参
禅
会

は
、

私
だ
け
で
は
も

っ
た

い
な

い
と
思

い
ま

す
。
　
一
人
で
も
多
く
集
ま

っ
て
頂
け
た

ら
と
、

こ
れ
迄
の
五
年
間
思

っ
て
お
り

ま
し
た
。
現
在
は
多
く

の
方
達
が
お
見

ぇ
に
な
り
嬉
し
く
思

い
ま
す
。　
一
昨
年

四
月
殿
堂
落
慶
式
に
参
列
さ
せ
て
頂
き
、

荘
厳

と
申
し
ま
し

ょ
う
か
筆
舌
に
表
わ

す
こ
と
の
出
来
な

い
感
激
で
ご
ざ

い
ま

し
た
。

こ
れ
も
参
禅
会

の
お
蔭
と
感
謝

致
し
て
お
り
ま
す
。

い
ろ
い
ろ
お
世
話

を
お
か
け
す
る
高
間
様
、
森
岡
様
、
小

畑
様
、
寺
田
様
御
兄
弟
を
始
め
、
会
員

の
皆
様
と
何
時
迄
も

こ
の
交
が
出
来
ま

す
様
、
両
手
を
合
せ
私
も
身
体

の
続
く

限
り
参
禅
致
す

つ
も
り
で
お
り
ま
す
。

最
近

の
つ
た
な

い
句
を
二
首
書

い
て

み
ま
し
た
。

父
母
お
わ
す
　
浄
土

へ
の
道

た
だ
坐
禅

落
銀
杏
　
拾
ふ
子
等

の足
軽
し
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作
刀
と
坐
禅

０

当
寺
参
禅
会
員
で

「
南
海
太
郎

正
尊
」

の
銘
を
持

つ
刀

工
森
岡
俊
雄
さ
ん
に

常
に
本
質
が
作
品
に
不
断
に
現
わ
れ
、

小
さ
な
疵
や
凹
み
も
許
さ
れ
な

い
刀

鍛
冶
の
世
界
と
坐
禅
と
の
か

ゝ
わ
リ

な
ど
を
連
載
い
た
し
ま
す
。
第

一
回

目
は

「
型
」
に

つ
い
て

「型
「
本
質
を
行
く
も
の
―

森
岡
　
俊

雄

日
本
刀

の
本
質
を
行
く
も

の
は
ど
う

い
う
も

の
で
あ
る
か
。

拙

工
は
毎
日
こ
れ
ば
か
り
考
え

て
お

先
年
、
日
経
ビ
ジ
ネ
ス
に

紹
介
さ
れ
た
森
岡
さ
ん

り
ま
す
。

一
、
折
れ
ず
。

二
、

曲
ら
ず
。
三
、

良
く
切
れ
て
。
四
、
使

い
易

い
。

こ
う

い
う
も

の
は
姿
が
良

い
の
で
す
。

こ
の
四
点
を
、　
一
つ
だ
け
取
り
立
て

て
強
調
す
る
の
で
は
な
く
、
全
部

の
調

和
が
取
れ
て
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

古
来

の
名
刀
は
こ
れ
を
具
備
し
て
い
ま

す
。
正
宗

の
活
躍
し
た
鎌
倉
時
代
が
最

も
名
刀
の
出
た
時

で
、
道
元
禅
師
御
在

世

の
時
代
と

一
致
し
ま
す
。

さ
て
何
事
に
ょ
ら
ず
基
本
型
と
申
す

も

の
が
あ
り
ま
す
。
型

は
師
匠
が
教
え

て
く
れ
た
も

の
を
そ
の
ま

ゝ
受
け
る
の

が

一
番
良

い
事

で
す
。
い
わ
ゆ
る

「
守

」

で
あ
り
ま
す
。
師
匠
が
名
人
で
あ
れ
ば

あ
る
程
、

「
守

」
に
よ

っ
て
得
ら
れ
る

も

の
は
大
で
あ
り
ま
す
。

第
二
段
階

は

「
破

」
で
あ
り
ま
す
。

こ
れ
は
師
匠

の
刀
が
昔

の
名
人
に
比
べ

て
劣
る
時

に
お
こ
り
ま
す
。
異
な
る
型

を
考
え
て
鍛
練
し
て
み
る
段
階
で
す
。

第
三
段
階

の

「
離

」
と
は
自
分

で

一

番
良

い
型
、
刀
で
い
え
ば
鍛
練
方
法
を

発
見
し
、
実
際

に
名
刀
が
出
来
た
時

で

‐し
ょ
いフ
ｏ

拙

工
は
、

万
道
を
習
う

と
い
う
事
は
、

基
本
型
を
習
う
事
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

ま
た
小
学
生

の
算
数

の
よ
う
に
、
習

っ

て
す
ぐ
出
来
る
も

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

剣
道

の
例
を
取

っ
て
も
、
昔
か
ら
刀
は

持
ち
方
だ
け
で
も
三
年
か

ゝ
る
と
申
し

ま
す
。
青
少
年
時
代
、
毎
日
本
格
的
に

練
習
し
て
の
事
で
す
。
出
来
る
出
来
な

い
と
申
し
て
も
、
上
を
見
れ
ば
限
り
が

な
い
事

で
す
。

さ
て
本
職

の
刀
剣
鍛
練

の
事
に
な
り

ま
す
が
、
私

は
無
器
用
と
申
し
ま
す
か

愚
鈍
と
申
し
ま
す
か
、　
一
通
り
型

は
半

人
足
に
出
来
ま
す
が
、
自
分

の
型

は
出

来
て
お
り
ま
せ
ん
。
昭
和
二
〇
年

の
敗

戦
後
、
刀
は
無
用

の
長
物
と
な
り
、
生

活
面
で
苦
労

い
た
し
ま
し
た
し
、
叉
廻

り
道
も
し
ま
し
た
。
刀
の
修
行

で
何
度

体
を
こ
わ
し
た
か
判
り
ま
せ
ん
。

結
論
か
ら
申
し
ま
す
と
、

「
破

」
だ

の
「
離

」
だ
の
と

い
う

こ
と
は
理
想
の

先
生
が
居
ら
れ
な

い
時
、
万
止
む
を
得

ず
や
る
こ
と
で
あ
り
ま
し
て
、
理
想
に

近

い
先
生
が
居
ら
れ
た
ら
や
る
こ
と
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
ん
ど
は
坐
禅

の
話
し
に
な
り
ま
す

が
、
私

は

「
守

」
一
点
張
だ
と
思

い
、

叉
や

っ
て
お
り
ま
す
。
師
弟

の
間
で
問

題
に
な
る
の
は
落
差
で
あ
り
ま
す

し
、

五
〇
年
か
ゝ

っ
て
本
職

の
刀
工
が
う
ま

く
行
か
ぬ
私
に
、
坐
禅
が
う
ま
く
行
く

訳
が
あ
り
ま
せ
ん
。

現
御
師
家
様
と
私
の
落
差

は
無
限
に

あ
り
ま
す
。

で
あ
り
ま
す
か
ら
、
私
は

「
守

」
一
点
張
で
教
え
て
い
た
だ
き
ま

す
。
拙
文
で
恐
れ
入
り
ま
す
。

山門頭の老杉
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放

　

禅

一
、
講
義
　
　
本
版

三
通
　
開

経
偶

を
唱
え

て
『
正
法
眼
蔵

』

の
提
唱
を

聴
く

講
師
　
龍

泉
院
住
職
椎

名
宏
雄
老
師

昭
和
六
〇

年

四
月

よ
り

「
一
顆
明
珠
」

を
提
唱

自

己
紹
介

の
後

、
茶

を
喫
し
座
談

正
午
解
散

年

令

、
性

別
を
問
わ
ず
、

ど

な
た

参

加

で
き

ま
す
。

無
料

の
巻

成

道
会

坐
禅月

例
参
禅

会

の
他

に
毎
年

一
二
月

の
第

一
あ

る

い
は
第

二
日
曜
に
開
催

釈
尊
成

道

を
讃

え
坐
禅

、
成

道
会
法
要

の
後

法
話

を
聴
聞
、
点
心

（
昼
食
）

を
共

に
す
る
ｏ

Ю

蜀
蜀

蜀
蜀
Ю
Ю
蜀
Ю

Ю
Ю

Ю
Ю

Ю
Ю
Ю
Ю

蜀
Ю
Ю
Ю
Ю
蜀
Ю
Ю

＆
Ｄ
Ｄ

＆
Ｄ
Ｄ

＆
Ｄ
Ｄ
＆
Ｄ
＆
＆
Ｄ
＆
Ｄ
＆

龍
泉
院

参
禅

会
簡
介

毎

月
第

四

日
曜
午
前

九
時

よ
り

（
初

参
加

の

時

半

ま

で
に
来
山

の
こ
と
ｏ
）

鐘

　

一量
戸
　
　
坐
禅

鐘

　

一
〓
戸
　
　
経
行

鐘

　

一
声
　
　
放
禅

で

も

沼

南

雑

記

昨
年
来
、
当
参
禅
会

の
会
報
を
発
行

し
た
い
と
い
う
声
が
高
ま
り
、

こ
こ
に

釈
尊
降
誕

の
吉
辰
を
期
し
て
、「
明
珠

」

の
名

の
も
と
に
創
刊
し
ま
す
。

「
明
珠

」
の
明
珠
た
る
所
以
は
、
椎

名
老
師

の
玉
稿
で
お
示
し
の
通
り
で
あ

り
ま
す
。

五
八
年
に
、
第

一
回

「
成
道
会
坐
禅

会

」
を
開
催
し
た
時
、
差
定

（
プ

ロ
グ

ラ
ム
）
を
作
り
参
加
者
全
員
に
配
布
し

ま
し
た
が
、
そ
の
全
て
の
表
紙
に
老
師

が

「
明
珠

」
と
お
書
き
下
さ

っ
た
の
で

す
。
今
回
会
報

の
名
前
を

つ
け
る
に
当

っ
て
、

こ
の
御
縁
を
頂

い
て

「
明
珠

」

と
名
づ
け
た
次
第
で
あ
り
ま
す
。

第

二
回

「
成
道
会

」
は
寺
田
哲
朗
氏

に
実
行
委
員
長

の
労
を
と

っ
て
い
た
だ

き
、
昨
年

一
二
月
二
日
、
掲
載

の
記
事

の
よ
う
に
盛
会

の
う
ち
に
終
了
い
た
し

ま
し
た
。

「
点
心

」
の
用
意

の
他
に
有

志
の
御
協
力
を
賜
り
、
深
く
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

「
今
、
成
道
会
に
思
う
こ
と

」
は
、

会
員

の
高
野
千
代
子
さ
ん
が

「
点
心

」

の
後

の
座
談
会

で
の
皆
さ
ん
の
発
言
を

ま
と
め
ら
れ
た
労
作
で
す
。
叉
写
真
も
、

同
じ
く
会
員

の
藤
原
公
氏

の
撮
影
に
よ

る
も

の
を
掲
載

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

，た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
●
発
　
一何
　
人

徳

山

龍

泉

院

●
印
　
刷
　
岡
田
印
刷
株
式
会
社

成
道
会
に
は
、
龍
泉
院
老
師
か
ら
は

『
仏
教
聖
典

』
（
仏
教
伝
道
協
会
発
行
）

を
、
又
会
員
で
刀
工
森
岡
俊
雄
氏

（
号

正
尊
）
よ
り
文
鎮
が
、
そ
れ
ぞ
れ
参
加

者
全
員
に
贈
ら
れ
ま
し
た
。
文
鎮

は
、

『
永
平
広
録

』
巻

一
〇

に
あ
る
道
元
禅

師
の
お
言
葉
を
引

い
て
、

六
年
苦
行

　

一
坐
成
覚
　
　
昭
和
甲

子
成
道
会

と
森
岡
氏
に
よ

っ
て
刻
ま
れ
た
も

の
で

し
た
。

ま
た
有
志

の
方

々
よ
り
祝
賀
を
賜
り

ま
し
た
。
誌
面
を
借
り
て
厚
く
お
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

高
間
先
達
が
言
わ
れ
る
よ
う
に
、
「
一

年
を
た
ゞ
平
た
く
並
べ
る
の
で
は
な
く
、

薄
紙

の
よ
う
な

一
年
で
も
積
み
累
ね
≦

の
言
葉

は
重

い
言
葉
で
あ
り
ま
す
。
続

け
る
こ
と
の
難
し
さ
を
、
古
人
は

「
相

続
は
大
難

」
と
申
し
て
い
る
そ
う
で
す
。

未
熟

で
弁
道
な
ど
と
は
程
遠

い
坐
禅
で

は
あ
り
ま
す
が
、
仏
祖
の
行
履
を
慕

い

坐
禅
を
続
け
て
行
き
た

い
と
願

っ
て
お

り
ま
す
。

こ
の

「
明
珠

」
も
、
皆
様

の
「
明
珠

」

を

「
明
珠

」
あ
ら
し
め
る
べ
く
、
坐
禅

仏
行

の
証
し
と
し
て
永
く
相
続
で
き
ま

す
よ
う
に
、
何
卒
よ
ろ
し
く
御
協
力
御

支
援
を
お
願

い
す
る
次
第

で
あ
り
ま
す
。

（
節
光
道
人
記
）

８

０

４

７

１

（
９‐

）
‐

６

０

９

な

じ

１

７

１

（
田

）
６

１

６

５

一
、

日
時

一
、
坐
禅

一
、
座

談

一
、
参

加
資

格

会

費

じ

よ

う

ど

う

え

経見止 し方
は

行兄静 I八

⑩


